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５ 吉岡町役場 ☎ 54̶3111（代表）

駒
寄
ス
マ
ー
ト
IC
周
辺
道
路
整
備
工
事
に
伴
う
交
通
規
制

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

樹
木
の
伐
採
・
所
有
地
管
理
の
お
願
い

台
風
が
接
近
す
る
前
に

　

町
で
は
、平
成
29
年
度
か
ら
駒

寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
大
型
車
対
応
化

の
た
め
の
道
路
整
備
工
事
を
実
施

し
て
い
ま
す
。こ
の
工
事
に
伴
い
、

９
月
〜
12
月（
予
定
）は
、新
し
く

で
き
る
道
路
へ
の
切
り
替
え
工
事

や
埋
設
管
の
移
設
工
事
の
た
め
、

関
越
自
動
車
道
の
東
側
側
道
で
通

り
抜
け
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、各
工
事
の
進
み
具
合
に

よ
り
、規
制
場
所
・
期
間
は
そ
の
都

度
変
更
さ
れ
ま
す
。現
地
の
誘
導

看
板
に
従
っ
て
迂う

回か
い

を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、期
間
中
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
へ
の
出
入
り
に
つ
い
て
、上
り

線（
東
京
方
面
）は
仮
設
道
路
か
ら

の
乗
り
入
れ
が
可
能
と
な
り
ま

す
。下
り
線（
新
潟
方
面
）に
つ
い

て
は
、期
間
中
の
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご

迷
惑
と
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

産
業
建
設
課 

都
市
建
設
室

☎
26
・
２
２
７
８（
直
通
）

　

道
路
や
歩
道
に
張
り
出
し
た
枝

や
倒
木
は
、歩
行
者
や
自
動
車
の

通
行
の
妨
げ
と
な
り
、大
変
危
険

で
す
。強
風
・
大
雨
時
の
安
全
確
保

の
た
め
、樹
木
の
管
理
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。特
に
通
学
路
周
辺
で

は
管
理
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

土
地
を
所
有
し
て
い
る
人
へ

　

所
有
す
る
土
地
が
次
の
よ
う
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、樹
木

の
伐
採
や
枝
払
い
が
必
要
で
す
。

PA

側道

側道

PA

関　越　自　動　車　道

交通規制区間（上り車線側）

至
東
京

至
新
潟

駒寄スマートIC南

　

私
有
地
か
ら
張
り
出
し
た
枝
は
、

土
地
所
有
者
に
所
有
権
が
あ
る
た

め
、町
で
は
伐
採
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、倒
木
な
ど
が
原
因
で
通

行
者
や
自
動
車
に
事
故
が
発
生
し

た
場
合
、樹
木
が
植
生
す
る
土
地

の
所
有
者
が
責
任
を
問
わ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
道
路
や
歩
道
に
枝
が
張
り
だ
し

て
い
る
。

●
枯
れ
木
や
折
れ
枝
が
通
行
の
邪

魔
を
し
て
い
る
。

●
竹
木
が
生
い
茂
り
、通
行
の
邪

魔
を
し
て
い
る
。

▼
注
意
事
項

①
歩
行
者
や
自
転
車
、自
動
車
の

安
全
を
十
分
確
保
し
、転
落
事
故

な
ど
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
電
線
や
電
話
線
が
あ
る
場
所
で

作
業
す
る
と
き
は
、事
前
に
東
京

電
力
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
連
絡
し
、管
理

者
の
立
ち
会
い
の
も
と
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
先

東
京
電
力
群
馬
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
・
９
９
５
・
２
２
２

ま
た
は

☎
０
２
７
・
８
９
８
・
３
４
０
６

受
付
時
間
は
日
曜
日
・
祝
日
を
除

く
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

※
土
曜
日
は
午
後
６
時
ま
で

Ｎ
Ｔ
Ｔ　
（
24
時
間
年
中
無
休
）

☎
１
１
３（
局
番
な
し
）

☎
０
１
２
０
・
４
４
４
・
１
１
３

▼
土
地
・
道
路
に
関
す
る

　

問
い
合
わ
せ
先

（
役
場
）産
業
建
設
課 

用
地
管
理
室

☎
26
・
２
２
７
９（
直
通
）
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現
況
届
・
所
得
状
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
人
へ

　

児
童
扶
養
手
当（
児
扶
）の
現
況

届
・
特
別
児
童
扶
養
手
当（
特
扶
）

の
所
得
状
況
届
は
、８
月
分
以
降

も
引
き
続
き
手
当
を
受
け
ら
れ
る

か
審
査
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、届

け
出
を
し
な
い
と
８
月
分
以
降
の

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。忘
れ
ず

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

児
扶
受
給
者
に
は
７
月
下
旬
、

特
扶
受
給
者
に
は
８
月
上
旬
に
通

知
を
送
付
し
ま
し
た
。ご
確
認
く

だ
さ
い
。

町政ニュース

　

母
子
・
父
子
家
庭
や
父
母
が

い
な
い
な
ど
の
児
童
の
生
活
の
安

定
を
図
り
、自
立
を
促
進
す
る
た

め
に
手
当
を
支
給
す
る
制
度
で

す
。次
の
①
〜
⑨
の
い
ず
れ
か
に

あ
て
は
ま
る
児
童（
18
歳
到
達
後

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
、障
害

児
は
20
歳
未
満
）を
監
護
養
育
し

て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母

ま
た
は
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま

す
。（
父
は
生
計
も
同
一
で
あ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
）

①
父
母
が
離
婚
し
た

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た

③
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
の

状
態
に
あ
る

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い

⑤
父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

⑥
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
Ｄ

Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た

⑦
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
引
き

続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

⑧
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た

⑨
父
・
母
と
も
に
不
明
で
あ
る（
孤

児
な
ど
）

　

心
身
に
一
定
の
障
害
が
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

父
母
ま
た
は
養
育
者
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

※
い
ず
れ
の
手
当
も
受
給
す
る
た

め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。詳
し

く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
・
問
い
合
せ
先

健
康
福
祉
課 

こ
ど
も
福
祉
室

☎
26
・
２
２
４
８（
直
通
）

　

 

支
給
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス

●
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に

入
所
し
て
い
る
。

●
異
性
と
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同

じ
事
情
に
あ
る
。（
児
扶
）

●
児
童
が
障
害
を
事
由
と
す
る
公

的
年
金
を
受
け
て
い
る
。（
特
扶
）

※
そ
の
他
に
も
支
給
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
一
定
額
以
上
の
所
得
が
あ
る
場

合
は
、支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

児
童
扶
養
手
当
と
は

提出期間

児扶…８月１日㊌～ 16日㊍
特扶…８月10日㊎～ 20日㊊
※受け付けは土・日・祝日を除く
　平日の８：30～ 17：15

提出
するもの

①（児扶受給者）現況届
　（特扶受給者）所得状況届
②手当証書
③印鑑（スタンプ印不可）
④その他必要に応じた書類

支給額（月額）

児
扶

※児童１人の場合
全部支給：42,500円
一部支給：
　前年の所得に応じて
　42,490円～ 10,030円

特
扶
１級：51,700円
２級：34,430円

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
す
れ

ば
、ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
町
か

ら
の
情
報
を
受
信
で
き
ま
す
。

※
登
録
は
無
料
で
す
が
、通
信
料

は
登
録
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

●
災
害
・
緊
急
情
報
　

●
気
象
情
報

●
火
災
情
報

●
よ
し
お
か
ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

●
防
犯
・
見
守
り
情
報 

な
ど

配信情報▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課 

生
活
環
境
室

☎
26
・
２
２
４
３（
直
通
）

パソコンの人は  URL  https://service.
sugumail.com/yoshioka/member/

操作や登録で分からないことは

コールセンター
☎0570‒055‒783へ
平日 9:00 ～ 18:00

登録はこちらから 安
心
安
全
を
サ
ポ
ー
ト

安
心
安
全
を
サ
ポ
ー
ト

よ
し
お
か

よ
し
お
か

    

ほ
っ
と
メ

ほ
っ
と
メ
ーー
ルル
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ース

今月の納税今月の納税

納期限　8月31日㊎
コンビニエンスストアでも納付できます。
また、便利で確実な口座振替も

ご利用ください。

町県民税普通徴収
国民健康保険税
介護保険料　　 　　　 …2期
後期高齢者医療保険料

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

農
地
を
貸
し
た
い
人
・
借
り
た
い
人
へ

　

町
で
は
、農
地
を
貸
し
た
い
人
・

借
り
た
い
人
を
募
集
し
、農
地
の

利
用
集
積
・
集
約
化
を
進
め
て
い

ま
す
。農
地
の
有
効
活
用
の
た
め
、

農
地
の
管
理
に
困
っ
て
い
る
人
、

土
地
持
ち
非
農
家
の
人
、現
在
の

農
業
経
営
を
拡
大
し
た
い
人
、利

用
権
設
定
が
満
期
を
迎
え
る
人
な

ど
は
、農
地
中
間
管
理
事
業
の
活

用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

▼
農
地
を
貸
す
・
借
り
る
と
き
に

必
要
な
書
類

貸
す
と
き
…
農
用
地
等
貸
付
希
望

申
出
書

借
り
る
と
き
…
農
用
地
等
借
受
応

募
書

※
群
馬
県
農
業
公
社
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

か
、農
業
委
員
会
窓
口
で
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
先

農
業
委
員
会
事
務
局

（
⑤
窓
口
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
26
・
２
２
８
０（
直
通
）

群
馬
県
農
業
公
社

　

http://w
w
w
.gnk.or.jp/

URL

～ 農地中間管理事業の仕組み ～

群馬県農業公社
（農地中間管理機構）

●賃料は公社から確実に受け取る
ことができます。

●貸付期間満了後は、農地が確実に
戻ります。

●相続（贈与）税の納税猶予を受け
ていても、届け出をすれば継続さ
れます。

●経営移譲（特別付加）年金は、届
け出をすれば継続支給されます。

●一定の要件を満たせば、農地の固
定資産税の軽減措置が受けられ
ます。

●一定の要件を満たせば、機構集積
協力金の交付対象となります。

営利を目的としな
い公的機関である
群馬県農業公社が
仲介するので、安
心して農地の貸し
借りができます。

●多くの出し手から借りてい
ても、賃料は公社に支払う
だけで済みます。

●長期的に借入（原則10年
以上）することにより、計
画的に営農が行えます。

●集積・集約化により、経営
の効率化が図られます。

●認定農業者であれば、スー
パーＬ資金が５年間無利子
になります。

●補助事業の種類により、採
択のポイントが加算される
場合があります。

貸付け
（転貸）貸付け

受け手（借り手）出し手（貸し手）

群馬県農業公社
（農地中間管理機構）

出し手のメリット 受け手のメリット出し手のメリット 受け手のメリット

農地を適切に
管理しましょう
農業委員会事務局 ☎26‒2280（直通）

問い合わせ先

　管理が行き届いていない農地で、さまざまな被害が出
ています。
　雑草を放置しておくと、火災・病害虫・交通事故などの
発生要因となり大変危険です。
　周囲の耕作地や住民に迷惑がかからないよう、除草な
どの適切な管理をして、荒廃農地の解消にご協力をお願
いします。


